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「尊重する」を実践しよう 

校長 髙林 敏彦 

先日、自転車の点検と保険の更新のために自転車屋さ

んに行きました。無事に点検を終えた帰宅途中、ある信

号のない交差点を通過したところで、おまわりさんに「今

の交差点で一時停止をしていなかったね。一時停止の標

識がありますよ」声をかけられました。振り返ると確か

に逆三角形の標識の裏面が見えました。視界には入って

いたはずなのに気付いていなかったのです。その交差点

は、逆方向には一時停止の標識がありません。行きは左

右を確認し、何事もなく通過していたため、帰りも同様

に左右を確認し、止まらずに通過してしまいました。 

皆さんにも、毎日の学校生活の中で、目にしているけ

れど気付いていないことがあると思います。ちょっと意

識を変えて周囲を見ると、今まで知らなかったクラスメ

イトの一面を発見することができることと思います。 

さて、今日お話ししたいことがふたつあります。 

ひとつは、学校生活アンケートについてです。先ほど

お話しした、「目にしているけれど気付いていないこと

がある」とも関わってきます。 

毎日、同じクラスで生活し互いの姿や様子を目にして

いても、その人の内面・気持ちについて気付くのは難し

いと思います。何気なくかけた言葉や軽い気持ちで相手

にぶつけた言葉、言われた相手がその場では平気そうな

表情・態度に見えても、実際に相手がどのように感じて

いるかは、言葉を発した本人には分かりません。「嫌な

気持ちになるから、やめて」とはっきり断ることができ

る人もいるでしょう。しかし、その場では自分の気持ちを相手に伝えることをためらってし

まう人もいると思います。「目にしていても気付かないこと」をもう一度振り返る気持ちで、

今回のアンケートに取り組んでもらいたいと思います。 

もう一つは、「子どもの権利」についてです。世田谷区には、「世田谷区子ども権利条例」

があります。２，３年生には昨年のこの時期に紹介しましたが、覚えていますか？このあと、

教室で１枚プリントをお配りしますので、改めて読んで考えてみてください。 

子どもの権利には４つの原則「命を守られ成長できること」「子どもにとって最もよいこ

と」「意見を表明し参加できること」「差別のないこと」があります。これらの原則におい

て、「大人が勝手に決めて子どもに押しつけてはいけない」「大人は子どもの声に耳を傾け、

尊重しなければならない」と書かれています。奥沢中学校の先生方や皆さんの保護者などの

６月のおもな予定 

１１ 木 学び舎あいさつデー 

１２ 金 進路説明会 漢検 

１５ 月 生徒会朝礼  
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１９ 金 ３年 到達度テスト 

 

２０ 土 開校記念日 
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１年 河口湖移動教室 

２５ 木 １年 ①②カット 

４５×  ♡ 

２６ 金 カジュアルデー 

⑥カット 

職員会議 

２９ 月 ４５× ♡ 

３０ 火 ４５× ♡ 
ＰＴＡ家庭教育学級による

進路対策講演会 

  ♡のある日はハートフル面
談（個人面談）実施日です。 

※二次元コードからＨＰをご覧いただけます 

   教育目標   

  学びの人  思いの人  育みの人  

  



大人にとっても、しっかりと心がける内容となります。 

奥沢中学校が、皆さんにとって安心・安全に過ごせる場であるために、そして皆さんが成

長するために、先生方は皆さんと一緒に考え、話し合いながら、日々の教育活動に取り組ん

でいます。生徒の皆さんも、身近な友達やクラスメイト、自身と関わる周囲の多くの方に対

して、相手を尊重する気持ちを大切にしてください。「学校生活アンケート」「子どもの権

利」２つのことを話しましたが、どちらも根底は、尊重することです。皆さん自身の発する

言葉で、そして行動で実践していきましょう。         （６/８全校朝礼講話より） 

 
白熱した“体育祭” 

 奥沢中学校二大行事と呼ばれる「体育祭」を５月３０日土

曜日に開催いたしました。昨年は残念ながら雨天により、予

備日に奥沢中学校仮設校舎校庭での学年体育祭の実施とな

りました。今年は暑いくらいのお天気に恵まれ、予定通り東

玉川小学校をお借りしての実施が叶いました。初めての場所

での開催でしたが、生徒実行委員会を中心に生徒全員がそれ

ぞれ活躍できる、生徒一人一人が輝く体育祭を行うことがで

きたと思います。個人競技では呼吸を合わせて「二人三脚」、

精いっぱい駆け抜ける「１００ｍ走」、力強い走り「色別対抗リレー」、クラスで団結学年

種目「大縄跳び」「１年 いかだ流し」「２年 台風の目」「３年 蛇の皮むき」どれもこれ

も、練習を経て本番に臨み、勝負はつくものの大きな学びのある取組となりました。各クラ

スから５人ずつで構成された応援団の演技もすがすがしい姿で観客を魅了したと思います。

太鼓の響きとともに始まったオープニング 応援合戦では堂々とした声と立ち姿に中学生の

みなぎる力を感じました。閉会式での校歌合唱ではアカペラながら体育祭のラストにふさわ

しく大らかな雰囲気の発声となり、全校合唱をよくリードしてくれていたと思います。熱中

症や疲労への対策もあり、お弁当昼食を挟んでの閉会式・クラス写真撮影・後片付けとなり

ましたが、後片付け時も最上級生である３年生が最後まで力を尽くしてくれました。 

 「仲間を信じ 無敵の青春を駆け抜けろ！！」令和８年度

体育祭スローガンです。競技の勝ち負けを越えたところに体

育祭実施の意義はあります。生徒自身がそれを体感し、お蔭

様で一人一人にとって得ることのある行事となりました。 

 体育祭をご覧になられたご来賓の方がお帰りの際に仰い

ました。「感動しました。奥沢中は最高です。堂々とした姿、

一生懸命に取り組む姿、やっぱり素晴らしい。」・・・お言

葉をいただいて大変心強く思いました。生徒の努力が報われ

たと感じたひと時でした。ご理解ご協力いただきました保護者の皆様、ご来場いただいたご

来賓の皆様、応援してくださる地域の皆様、今年も誠にありがとうございました。 

 

学校運営協議会だより 
 令和８年度から“学校運営協議会”としての活動となりました。第１回を５月１３日に開

催し、７名の学校運営協議委員の方との活動がスタートしています。この日は学校経営方針

について、年間活動計画の確認、学校評価アンケートの質問項目の確認を行いました。今後

も時期に応じて教育活動の振り返りを行って参ります。 


